
資

科

西
欧
諸
國
の
人
口
増
加
職

南

亮

三

郎

㍉
近
頃
舶
來

し
た
書
物

に
グ

ラ

ス
氏
著

『
人

口
増
加
闘
争
』

(O
.
<
.
Q

器
切「
臼
富

q駐
窪
ζ
伊q
σq
τ

蟻σ
『
男
o
唱
巳
舞
ご
P

O
諜
o
乙

同
㊤
◎。
㊦
・)

と

い
ふ

の
が
あ

る
。

人

口
問
題

の
、世
界

の

セ
礎

威

カ
ア

・
ソ

ン
ダ
ー

ス
博

士
の
主
宰
す
る
英
國

優
生
學
會

の
委
囑
を
受
け

て
著
者

が
最

近

親

し
ぐ
佛

・
白

・
猫
を

覗
察
調
査

せ
る
も
の
か
ら
成
り
、
・入

口
政
策

に
つ

い
て
は

山
歩

立
ち
逞

れ
た
イ
ギ
リ

ス
に

一
個

の

道
標
を
供

せ
ん
と
す
る
目
的
を
持

つ
た
も

の
で
あ
る
。
西
欧
諸

國
は
今
如
何
な
る
型

の
人

口
聞
題

に
、當
面
し
て
ゐ
る

か
、
文

如
何

な
る
型

の
方
策
を
も

つ
て
此

の
困
難
を
克
服

せ
ん
と
し

て
ゐ
る
か
、
更

に
又
こ
れ

等

の
諸
方

策
は
如
何
な

る
効
果
を
現
は
し
て
ゐ

ラ

る
か
が
頗
る
適
確
且
つ
系
統
的
に
論
述
さ
れ
て
ゐ
み
。
以
下
そ
の
要
旨
を
傳

へ
る
所
以
で
あ
る
。

、
英
吉
利
の
人
口
欺
態

の 本 書 が イ ギ リ ス學 界 に お い て 非 常 に 権 威 的 な もの と じ て 承 認 さ れ て 奄 る

と い ふ こ と に 、 そ の 後1二 田 †こCaxr・Saunders,WorldPopulation,Oxford

1936,Chap.XVI(esp。P.227ff.)及 びMcClealy,TheMenaceofBritish

D・p・pUl・ti・n・1・ ・d・n'g37・Ch・P・ViII(eSp.P.121ff.)の 記 蓮 力言い つ 鞄

も此の書あ殆 ん ど唯・一の典撮 としてな る こと1こふつて も察 し得・られ るo

 

魯

西
欧
諸
國
の
入
口
増
加
戦

(南
)

一
六
三



一
六

四

イ
ギ

リ

ス
に
お
け
る
人

口
問
題

の
公
け

の
興
味

の
観
黙
か

ら
云
ふ
と
、
過
去

百
年

間
は
大
凡
そ

三
期

に
分
ち
得

る
。
第

一
期
は

マ
ル
サ

ス
の
影
響
下

に
あ
り
し
短
既
間

に
し

て
、
將
來

の
入

ロ
過
剰

の
杞

憂
が
焦
眉

の
も

の
と
考

へ
ら
れ
た
。
第

二
期

は
過
剰
人

ロ
の
杷

憂
が
無
く
な
り

、
而

か
も
死
亡
率

に
關
す

る
興
味

が
増
大
し

て
こ

の
死
亡
率
を
公
私

の
手
段

に
よ

つ
て
減

ぜ
ん
と
す
る
強

い
願
望

の
現
は
れ

て
ゐ
た
非
常

に
長

い
期
聞

で
あ
る
。
第

三
期
は
吾

々
が
今
漸
く
入
り
込
ん
だ
時
期

で
、
今
や
人

々
は
人

ロ
動
態

の
出

生
率
側
面

が
死
亡
率

の
そ
れ

に
優

る
と
も
劣
ら
な

い
重
要
さ
を
持

つ
こ
と
を
知
り
始
め
た
。
但

し
こ
れ
は
過
剰
人

ロ
の
か

の

往
時

の
杞
憂

に
復
節
す

る
こ
と
を
意
味

し
な

い
、
反
之
、
吾

々
は
今
揖
生
率

の
向
上
を
1

而
し
て
そ

の
低
下
を
で
は
な
く
-

問
題
と
し

つ

」
あ

る

の
で
あ
る
。
最

近

の
統
計
學
者

の
調

査
に
ょ
れ
ば
、
西
欧

に
お
け

る
殆
ん
ど
す

べ
て

の
國

々
は
、
そ

の
幽
生

率
が
減

退

し
て
、
も
し

こ

の
情
勢

で
進
む
な
ら
ば
間
も
な
、く
人

ロ
は
減

退
し
、
而

し
て

一
度

び
か

玉
る
減
退
が

現
は
れ
始
む
る
な

ら
ば
そ

の
勢

ひ
は
加
速
度
と
な
ら
う

と

い
ふ

一
鐵

に
達

し
て
ゐ
る
。
就
中
、

イ
ギ
リ

ス
は
將
來

に
お
け
葛
減
退

の
確
率

が
顯
著

で

あ
る
。

イ
ギ
リ

ス
人

口
は
十
九
世
紀
中

に
室
前

の
増
加
を
示
し
た
。

一
八
〇

一
年

以
前

の
こ
の
國

の
人

ロ
推
計
は
不

正
確

で
あ
る
が

一

七
七
〇
年

に
は
約

七
百
萬

で
あ

つ
た
。

一
八
〇

一
年

の
最
初

の

セ
ン
サ
ス
で
イ

ン
グ
ラ

ン
ド
及
び
ウ

ェ
ー

ル
ス
の
人

ロ
約
九

百
萬

と
き
ま
り

、
そ
の
後

五
十
年

聞

に
倍
加

し
て

一
八
五

一,年

に
は
千

八
百
萬
と
な

つ
た
。
更

に
長
期

に
亘

つ
て
云

へ
ば

一
八
〇

一
年

(
八
百
八
十
九
萬
人
)

か
ら

一
九

三

一
年

(
三
千
九
百
九

十
五
萬

人
)

に
至

る
増
加
率
は
三
五
〇
%

に
當

つ
て
ゐ
る
。
む
ろ
ん
實

際

の
イ
ギ
リ

ス
人

ロ
の
増
加
は
も

つ
と
大
き

か
つ
た

で
あ
ら
う
、
け
だ
し
移
民
は
考
慮

に
入
れ

て
な

い
か
ら
で
あ

る
。

さ

て
十
九

世
紀
中

の
か

玉
る
増
加

に
は
二
因
子
が
働

い
て
ゐ
る
。
死
亡
率

の
低

下
と
、
出
生
率

の
上
昇
と
。
前
者

は
非
常

に
重

要
な
役

目
を
演
じ
た
、
即
ち
そ
れ
は
子
供

の
生
淺
者
を
多

旗
ら
し
む
る

こ
と

に
よ

つ
て
、

や
が
て
成

長
し
、
結
婚
す

る
入
間
を
釜



釜
増
大
し
て
ゆ
く
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
は
人

回
を
増
大

し
た
ば
か
り

で
な
く
、
次
代
を
生
産
す

る
人
間
を
釜

々
多
か
ら
し
め
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
死
亡
率

の
低
下
は
イ
ギ
リ
ズ

で
は
生
活
程
度

の
上

昇
及
び
書
藥

・
衛
生

・
保
健
施
設
の

進
歩

改
善

に

員

う

て

ゐ

る
。
死
亡
率
は
な

ほ
低

下
し

つ

曳
あ
る
。
し

か
し
將
來

の
傾
向

を
判
す

る
場
合

に
は

死
亡

に
及
ぼ

す
種

々
な

る
原
因

の
外

に
、
年

齢
構

成

の
攣
化
を
考
慮

に
入
れ
ね
ば
な
ら
な

い
℃
普

通

に
い
ふ
死
亡
率

が
ど

ん
な

に
下

つ
て
も
、
人

口
中

に
占
む

る
老
年
者

の
割

合

が
増
し
て
ゆ
け
ば
次

の
時
期

に
は
高
き
死
亡
率
を
現
は
す

こ
と

に
な
ら
う
。

だ
か
ら
人

ロ
を
維
持
す
る
手
段

と
し

て
は
死
亡
牽

め
低

下

に
飴
り

に
多
く
頼

つ
て
は
な
ら
ぬ

の
で
あ
る
。

死
亡
率

は
ゼ

ロ
に
な

る
こ
と
は
明
白

に
あ
り
得
な

い
、
だ
が
他
方

、
出

生

牽

は
ゼ

ロ
に
な
ら

ぬ
と
い
ふ
何

ら

の
論

理
的
理
由
も
な

い
の
で
あ
る
。

出
生
率

は

一
八
五

一
-

一
八
七

一
年
間

に
上
昇
し
、
三
三

・
九

(
人

ロ
千
人

に
つ
き
)

か
ら

三
五

・
五
に
上

つ
た
が
、
爾
來
急

、速

に
低

下
し
、
最
近
十
五
年
聞
は
特

に
顯
著

で
あ

つ
た
。
即
ち

一
九

一
一
-

一
五
年

の
平
均
は

二
三

・
六
で
あ
り
、
更

に

一
九

二

六
ー

三
σ
年

の
雫
均

は

一
六

・
七
と
な

つ
て
ゐ

る
。

十
八
世
紀

の
終
り
迄
は
出
生
は
ほ

史

コ
ン
ス
タ

ン
ト
で
あ

つ
た

の
で
㍉

現
實

の
及
び
將
來

の
人

口
量
を
決
定
す
る
主
要
因
は
死
亡
率

で
あ

つ
た
。
し
か
し
今

日

で
は
死
亡
は
な
ほ
年

々
幾
分

の
低
下
傾
向
を

示

し

て
を

る
と
は

い

へ
比
較
的
低
き
水
準

に
あ

る

の
で
、
イ
ギ
リ

ス
現
在

の
人

口
歌
態

及
び
將
來

の
豫
想

に
決

定
的
な
も

の
は
出
生

牽

の
低

下
で
あ

る
。

但

し
右

に
い
ふ
出

生
率

は
謂
ゆ

る
粗
出

生
率

で
あ

る
か
ら
ま
だ
眞
相
は
分

ら
ぬ
。
出
生

の
直
接

の
澹
當
者

は
人

口
中

の

一
五
-

五
〇
歳
聞

の
婦

人

で
あ
り
、
し
か
も
入

ロ
の
年
齢

構
成

及
び
性
別

が
年

々
異

な
る

の
で
、
比
較

は
困
難
で
あ

る
。

か
く

て
假
り

に

一
五
-
四
五
歳
閤

の
既
婚
婦
人

に
つ
い
て
見
る
と
粗
出

生
率

の
最
高

で
あ

つ
た

一
八
七

一
年

に
は
右
年
齢

の
既
婚
婦

人
千
人

に
つ

き
産
見
数

三
〇
三

で
あ

つ
た

が

一
九

三

一
年

に
は

一
二
三
と
な
る

の
で
あ
る
。

け
れ
ど

も
こ
の
数
で

さ

へ
ま

だ
全
く
満
足
的

で
な

西
欧
諸
國
の
入
口
増
加
職

(
南
)

一
六
五



・

'

剛
六

六

瞬
。
即
ち
先

づ
妊
孕

可
能
婦

人

の
年
齢
構
成

に
よ

つ
て
産

見
数
は
影
響
を
受
け
る

(
他

の
事
情

に
し

て
等

し
け
れ
ば
二
〇
ー

三
五

歳

の
婦
人
激

の
割
合

が
多

い
程
、
よ
弥
高
き
産

兇
力
を
意
昧
す
る
)
し
、
更

に
は
結
婚
数

に
よ

つ
て
も
影
響

さ
れ
る
。
例

へ
ば

フ

ラ

ン
ス
で
は
妊
孕

可
能
婦

人

の
産
兇
力
は
イ
ギ
リ

ス
よ
り
も
低

い
、
し
か
し
結
婚
適
齢
婦

人

の
割
合

は
よ
り
大
き

い
、
從

つ
て
そ

レ

の
結

果
、
・フ
ラ

ン
ス
人

口
は
イ
ギ
リ

ス
人

口
よ
り
も

よ
診
多
く
再
生
産

し
つ
玉
あ
る
と

い
ふ
こ
と
に
な
る
。

一

・か
く
て
人

ロ
歌
態
を
分
析
し

、
且

つ
人

口
が
將
來

増
加
す

る
や
否
や
を
判
断

せ
ん
と
す
る
最
簡

翠
な

る
方
法
は

「
人

ロ
ビ
ラ
ミ

ツ

ド
」
を
槍
討
す

る
こ
と

で
あ

る
。

イ
ギ
リ

ス
で
は

一
九

一
一
年

に

一
五
』
三
〇
歳

の
男
女
は
約
九

百
五
十
萬
人

で
あ

つ
た
。

十

五
年
闇

に
こ
の
年
齢

暦

の
男
女
は
す

べ
て
こ
の
暦
を
通

過
し
て
し
ま

ふ
が
、
し
か
し

一
五
歳

以
下

の
子
供

は
當
時
千
百
十
萬

人
あ

つ
た

の
で
、

こ
れ
等

の
子
供

が
右

の
青

年
暦

を
代
置
し
得

て
飴
り

あ

つ
た

こ
と
は
確

か
で
あ

る
。
同
時

に
右

の
九
百
五
十
萬

人

の

青
年
暦

は
三
〇

ー
四

五
歳

の
年
齢
麿

に
充
分
取

つ
て
代
り
得
た

こ
と
も
確

か
で
あ

る
。
し
か
し

一
九
三

一
年

に
は
事
態
は
異

な

つ

て
ゐ
る
。
と

の
年

、

一
五
-

三
〇
歳

の
者

は
千

三
十
萬
人
、
三
〇
1

四
五
歳

の
者
は
八
百
五
十
萬
人
、
從

つ
て
前
者

は
後
者

に
置

き
代
り
得
る
け
れ
ど
も
、
O
l

一
五
歳

の
者

は
九
百

五
十
萬

人

に
過
ぎ
な

い
の
で
、
假
り

に
死
亡
は
無

い
も

の
と
し
て
も

一
五
-

三
〇
歳

の
千
三
十
萬
人

に
取

つ
て
代

る
こ
と
は
不

可
能

で
あ
る
。

か
く

て

一
九

三

一
年

の
國
勢
調
査

で
は
近
き
將
來

に
お
け
る

イ

ギ

リ

ス
人

ロ
の
減

退

と

い
ふ
彊

い
徴
候

が
現
は
れ
た

の
で
あ

る
。

「

-

.
よ
り

正
確
な
る
推
計

は
ク
ッ
チ

ン
ス
キ
ー
に
よ

つ
て
明
か

に
さ
れ

た
純
再
生
産
率

に
よ

つ
て
行
は
れ
得

る
。

こ
れ

に
よ
る
と
先
,

づ

イ
ギ
リ

ス
に
は

一
九

二

一
年

に

一
五
-

五
〇
歳

の
婦

人
が
千
七
十
九

萬
五
千
人
ゐ
た
、

こ

の
婦
人
は
攻
代

の
人

ロ
生
産

を
澹
賞

す

る
人

々
で
あ
る
。

し
か
し
三
十
年
間

に
は
こ
れ
等

の
婦

入
は
す

べ
て
生
産

可
能

の
年
齢

を
通
過
し

て
し
ま

ふ

の
で
、
吾

々
の
知

り
た

い
こ
と
は
こ

の
年
齢
暦

の
婦

人

の
幾
許

が
右

の
期
闇
内

に
代
置

さ
れ

得
る
か
で
あ
る
ゆ

そ
の
爲
め

に
吾

々
の
知
ら
ね
ば
な

ら



ぬ

ζ
と
は
第

一
に
、
こ

の
姫
孕
年
齢
を
今

通
過
し

つ

鯨
あ

る
婦

人

一
人
當
り

に
つ
き
生
れ
た

る
女
見

の
数

で
あ

り
一
第

二

に
は

ζ

れ

等
の
女
兇

の
う
ち
幾
許

が
再

び
妊
孕
可
能

の
年
齢
ま

で
生
き
延
び
得
る

か
、
即
ち
生
淺
数
は
何

程
か
と

い
ふ
こ
と
で
あ

る
。
而

し

て
こ
の
女
兜
幽
生
率

と
生
淺
率
と
を
按

配
す
れ
ば
謂
ゆ
る
純
再
生
産
率
が
得

ら
れ

る
わ
け

で
、
そ

の
率

が

一
・
○

で
あ
れ
ば
各

婦

人
は

丁
度

過
不
足
な

く
次
代
を
再
生
産
し

て
ゐ
る
こ
と

に
な

る
。

一
九

二

一
年

に
は
イ
ギ
リ

ス
で
は

こ
の
率

が

一
・
〇

七
で
あ

つ
た
。

だ
か
ら
こ

の
年

に
は
、
出
生
と
'死
亡
と
に
し

て
若

し
攣

り
な
し
と
す
れ
ば

、
人

口
は
な

ほ
増
加
す
る

こ
と
を
示
し
て
ゐ
た

の
で
あ

る
っ
然
る

に

一
九

三

一
年

に
は
事
態

は
著
し
く
悪

化
し

て
○

・
八

一
と
な

つ
た

。
こ
れ
は
次
代

を
再
生
産
す
る

に
足
ら
ぬ

こ
と
を

示
し

て
ゐ
る
。

こ

玉
か
ら
し
て
イ
ギ
リ

ス
で
は
今

、
將
來
人

ロ
が
ど
う
な
る
か

に
つ
い
て
種

々
の
豫

測
が
行

は
れ

て
ゐ
る
。

そ

の
う
ち
重
要
な

る
も

の
は
、
右

に
述

べ
た
如
き
方
法

の
軌
道

に
沿
う
て
行
は
れ
た
る

ボ
ウ

レ
イ
…敏
授

、

レ
イ
ボ
ー

ン
博
士

、
及
び

エ

ニ
ド

・
チ
ャ

奪

ル
ズ
博

士

の
三

つ
の
豫

測
で
あ

る
。
ボ
ウ

レ
イ
教
疫

の
豫

測
で
は
イ
ギ
リ

ス
人

口
は

一
九
七

一
年

に
最
大
激

(
四
千

八
百

八
十

五
萬
九
千
人
)

に
蓮
し
、
そ

の
年

か
ら
下
り
坂

に
入
り
込
む

こ
と

に
な

つ
て
ゐ
る
。
し

か
し
教
授

が
計
算

の
基
礎

と
し

て
探

つ
た

出
　生
藪

は

一
九
二
三
年

以
降
著

し
く
低

下
し
た

の
で
内
教
授

の
豫

測
は
可
能
的
人

口
増
加
を
非
常

に
誇

張
し
た
結
果
と
な

つ
て
し

ま

つ
た
。
「よ
り
薪

た
な

る
事
實

に
基

い
て

一
九

三
四
年

に

レ
イ
ボ
ー

ン
女
史

の
行

う
た
豫
測

で
は
、
最
大
藪
は
早

く
も

一
九

三
六

年

(
四
千
二
十

一
萬
四
千

人
)

に
達
し
、

ボ
ウ

レ
イ
教
授

が
最
大
激

に
蓬
す
る
と
し
た
頃
即
ち

一
九
七
六
年

に
は
二
千

八
百
六
十

五
萬
七
千
人

に
減
す

る

こ
ま
に
な

つ
て
ゐ
る
。

・
チ
†
ー

ル
ズ
女
史

の
豫
測
は
最

も
薪

ち
し

い
も

の
で
異
常

の

セ
ン
セ
イ

シ
ョ

ン
を

イ
ギ
リ

ス
の
學
會

に
捲
き
起

し

て
ゐ

る
コ

彼

、安

は

一
九
三
五
年

一
月

碧
日

の
人

口
を
田
嚢
鮎
と
も

て
三
通
り
の
假
定

の
も

乏
に
三
通
り

の
豫
測
を
行

ふ
た
。
し
か
し
過
去

二
十

西
欧
諸
國
の
入
口
噌
加
戦

(
南
)

一
六
七



圃
六
八

年

間

の
事
實

推
移

に
照
ら
し

て
最
も
適
切
と
思
は
れ
る

の
は

、
出
生
率
は

一
九

八
五
年
ま

で
、
死
亡
率
は

一
九

六
五
年
ま

で
、

低

落

し
績

け
る
と

の
第

二
假
定

の
も
と

で
行
は
れ
た
豫

測

で
あ

る
ゆ

こ
れ

に
よ

る
と
、
入

ロ
は

一
九
四

一
年

に
減
退

し
始
め
、

一
九

六

五
年

に
は
三
千
五
百
七
十
九
萬
九
千

人
で
約

=

・
七
%

の
減

と
な
り
、
二
〇
〇
〇
年
迄

に
は
五
六
%

の
減

と

な

る

で

あ

ら

う
。
な

ほ
、

こ
の
豫
測

で
は
紀
元
二
〇
三
五
年

に
は
イ
ギ

リ

ス
人

口
は
現
在

の
約

十
分

の

一
、
即
ち
僅

か
に
四
百
四
十
二
萬

六
千

人

に
な
る

こ
と

に
な
る
っ
同
時

に
年
齢
構
成

が
こ

の
闇

に
大

い
に
攣
化
す

る
。
即
ち

一
九

三
五
年

に
に
勢
働
可
能
者

は
全

人

口
中

六
四
%
だ

が
、
二
〇
〇
〇
年
迄

に
こ
め

率
は
四
九

.
六
%

に
落

ち
、
他
方
六
〇
歳

以
上
の
者
は

一
二

・
五
%
か
ち
四
六

・
五
%

に

壇
大
す
る
。

む
ろ
ん
吾

凌
は
こ
れ

拡
軍

に

↑
つ
の

甥
ユ
ヨ
異
。
で
あ

つ
て
、

一
つ
の

胃
8
ぽ
2

で
は
な

め
こ
乏
を
記
憶

せ
ね
ば
な

ら

ぬ
。
出
生
率
及
び
死
亡
率

は
こ
の
期

聞

に
叉
攣

る
こ
と
が
あ
り
得
る
か
ち

で
あ

る
。

け
れ
ど

も
何
れ

の
假
定

に
よ
る
も
減
邉
は
明
瞭

で
あ
る
。
果
し

て
然

る
な

ら
ば

、
こ
れ
は
維

濟
的
、
融
會
的

に
重
大

で
あ
る
。

即
ち
例

べ
ば
六
〇
歳

以
上

の
老
人
麿

が
チ
ャ
ー

ル
ズ
女
史

の
推
計

で
曙
示
さ
れ

て
ゐ
る
通
り
全
人

ロ
申

の
四

五
%
も
占
め
る
と

い

ふ
こ
と
に
な
れ
ば
、
次

の
如
き
困
難

が
起

つ
て
來

る
。
即

ち
無
能
力
者

が
非
常

に
多
く
な

つ
て
國
家

の
健
康
保
瞼

の
員

捲
は
高

ま

り

、
養

老
年
金

の
相

封
的
費

用
も
高
ま

る
。
他

面

に
お

い
て
こ
れ
等

の
入

々
は
頽
齢

で
、
從

つ
て
無
職

で
も
あ
る

の
で
、
相
封
的

に
釜

々
少
く
な
る
有
能
力
者

に
よ

つ
て
扶
養
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
く
な
る
。

こ
れ

は
云

ひ
か

ぺ
れ
ば

一
入
當
り

の
課
税
額
が
殖

え
、

し

か
も

そ
れ

を
員
憺
…す
る
能
力
は
減
す
る
と

い
ふ
こ
と
だ
。
そ

の
う

へ
産
業

の
地
位
は
恐
ら
く

』
暦
困
難

と
な
ら
う
。

前
世
紀

に

お
い
て
産
業

組
織

は
漕
遇

ぜ
る
不
況
沈
滞

か
ら
比
較
的
容

易

に
恢
復
し
得
た
が
、

こ
の
恢
復

を
容
易
な
ら
し
め
る
圭
要
因

の

一
は

確

か

に
・人

口
の
増
加

で
あ

つ
た
ゆ
入

口
の
増
加
は
産
業
生
産
物

に
封
す
る
需
要

の
増
加
を
意
味
し

酒
そ
し

て
景
氣
循
環
中

の
沈
滞

期

は
短
縮

さ
れ
た

の
で
あ
る
。
大
職

以
後

の
世
界
人

ロ
の
増
加
率

に
お
け
る
非
常
な
減
退
は
経
濟

恐
慌
を
鋭
化
し
、
且

つ
長
引

か



ず

に
役
立

σ
た

ご
と
は
疑

ひ
が
な

い
。
而
し

て
若

し
入

ロ
が
事
實

將
來

に
お

い
て
減

少
す
る

に
至

る
な

ら
ば
景
氣
循

環
が
経
濟
的

.繁
榮

に
及
ぼ
す
結

果
は
更

に

一
贋

ひ
ど
く
な

ら
う
。

産
業
だ
け
が
困

る

の
で
は
な
く

、
沿
…費
者

と
し

て
吾

々
も

、
そ

の
生
活
程
度
を
著

し
く
低
下
ぜ
し
め
ね
ば
な
る
ま

い
。

日
常
購

入
す

る
財
貨

の
安

い
の
ぱ
大
部
分
は
そ
れ
が
大
量
生
産

さ
れ
る
お
蔭

で
あ

る
。
だ
が

こ
の
大
量
生
産
方
法

が
生
産
者

に
と

つ
て
有

利

で
あ

る
の
は
、
そ

の
生
産
物

を
人
民
大
衆
が
買

ふ
と

い
ふ
理
由

に
基

く

に
過
ぎ

ぬ
。
然

る

に
若
し

こ
の
大
衆

の
数

が
減

じ
、
そ

れ

と
共

に
市
場

が
狭
隆

と
な

る
な
ら
ば
産
業

の
全
費

用
構
成
は
激

し
く
攣
化
す
る

こ
と
に
な
ら
う
。
け

だ
し
今
迄

の
如

き
量

の
購

入

が
な

い
か
ら
で
あ

る
。

こ
れ

は

つ
ま
り
、
よ
り
有

致
な
る
犬
規

模
生
産

方
法

の
康
棄
と

い
ふ
結
果

と
な
り
、
か
く

て
叉
大
部
分

の
商

品

の
債
格

が
高
ま

る
結
果

と
な
ら
う
。

二
、
濁
逸

の
人

口
政
策

づ

ド

イ

ツ
で
は
す

で
に

一
八
八
〇
年
代

に
出
生
率
低

下
の
兆

が
見

え
始
め
た
。

だ
が
死
亡
率

は
そ
れ

以
上

に
低
下
し
た

の
で
自
然

・増
加
牽

は
今

世
紀
初

め
頃
ま

で
な

ほ
向
上
し

つ

、
あ

つ
た
。
し
か
し
大
職
後
事
態

は
全
く

一
攣

し
、
特

に

一
九
三

一
年

以
降

は

ひ

.ど
く
低

下
し
た
。

ぺ

・
こ

の
國

で
は
將
來
入

ロ
に
つ
き
統
計
局

の
豫
測
が
あ
る
。
そ
れ
は

一、九

二
七
年

一
月

一
日

の
人

口
を
出
獲
黙
と
し
、
し
か
も
死

ラ

亡
率

は

一
九

二
四
-

一
九

二
六
年

の
水
準

に
留
ま
る
も

の
と
假
定

さ
れ

て
ゐ
る
。
而

し
て
他
方
出
生
数
を

噸
一
九

二
七
年

(
約
百

(

　

十

六
萬

)
と
同
じ

と
假
定
し

て
推
計
す

る
と
、
ド

イ
ッ
人

ロ
は
凡
そ

一
九

六
五
年
頃

か
ら
減
少

し
始

め
る
し
、
父

二
假

り
に
出
生

(

藪

が

}
九
二
七
-

白
九

五
五
年
間

に
二
五
%
低
下
し
、
そ
れ
以
後

は
不
攣

と
し
て
推
計
し

て
ゆ
ぐ
と

、
人

ロ
の
最

大
数

は

一
九

四

西
欧
諸
國
の
入
口
増
加
戦

(南
)

臼
六
九



、気

鴇
七

〇

丑
年
頃

に
、達
し
、
そ
れ
よ
り
下
り
坂

に
入
り
込
む

こ
と

に
な

る
。
但
し
こ

の
推
計

が
行

は
れ

て
か
ら
後

の
實
際

の
人

ロ
増

加

が
、

↑

↑
そ

の
差
は
む

ろ
ん
些
少

で
は
あ
る
が
ー

右

何
れ

の
推
計

よ
り
も
低

か

つ
た

こ
と
は
注
意
す

ぺ
き

で
あ

る
。
、

さ
て
こ

の
情

勢
を
前

に
し

て
ド

イ
ツ
の
行

ひ
來

つ
た
入

ロ
政
策
を
判
す

れ
ば
、
先

づ
大
職
後

多
く

の
産
業

部
門

で
實
施

さ
れ
た

家

族
手
當
制

憾
産
兜
漿
働

の
目
的
を
有

し
た

の
で
は
な
く
.
多
く

の
場
合

一
九

三
〇
年

迄

に
そ

の
重
要
さ
を
失

つ
て
し
ま

っ
た
。

努
働
組
合

は

こ
の
制
度

を
賃
銀
切
下
を
隠
蔽
す

る
も

の
と
し

て
反
封

し
た
。
人

ロ
増

加

に
封
す
る

一
般

の
關

心
は
當
時
ま
だ
佛

・

白

の
如
く

に
大

で
な
く
、
却

つ
て
産
制

運
動

や
堕

胎
が
盛

ん
で
あ

つ
た
。
そ

の
根
擦

は

マ
ル
サ

ス
的
人

ロ
原

理
か
ら
で
は
な
く
.

勢

働
婦
人

の
境
遇
改
善

に
役
立

て
ん
と
の
意
圖
か
ら

で
あ

つ
た
。
ナ
チ
窯

は
刑
法
二
百
十
八
條

(
堕
胎

に
關
す

る
も

の
)
を
撤
慶

せ
ん
と
す
る
諸

計
置

に
反
封
し

つ
」
あ

つ
た

が
、
積
極
的
人

ロ
政
策
を
實
践

に
移
し
出
し
た

の
は
政
椹
を
掌
握
し

て
か
ら
の
事

で

あ

る
。

薪

政
府

の
方
針

は

一
九
三
三
年

六
月
ベ
ル
リ

ン
に
招
集

さ
れ

た
る
人

ロ
及
び
民
族

政
策
専
門
家
會
議

の
席

上
内
相

プ
リ
ッ
ク
博

士

の
行
う
た
る
開
會
演
読

に
表
言

さ
れ
た
。
要
黙

は
薪

ド
イ

ツ
に
お

い
て
は
國
民
、
諸

都
府
、
及
び
農

村
諸
團
艦
は
人

口
政
策

の

見

地
か
ら
行

政

の
全
般
を
行

は
ね
ば
な

ら
ぬ
と

い
ふ

の
で
あ

る
。

か
く

て
先

づ
實
施

さ
れ
し
最
初

の
方
策

は
同
年
七
月
制
定

(
八

月
實

施
)

の
結
婚
資
金
貸
與
制

で
、
年

々

一
億

五
壬
萬

マ
ー

ク
の
資
金

を
.も

つ
て
、
結
婚

せ
ん
と
す

る
も
そ

の
準
備
を
猫
力

に
て

爲
し
得
ざ

る
二
十
七
萬
五
千
組

の
夫

婦

に
貸
與

せ
ん
と
す

る
も

の
で
あ

つ
た
。
財

源
は
所
得
税

の
引
上
げ

で
得

ら
れ
、
貸
與
最
高

額

一
千

マ
ー

ク
、
平
均
六
百
二
十

マ
ー
ク

(
一
九

三
三
年

八
月

一
日
よ
り
翌
三
四
年

二
月
二
十
八
日

に
至

る
期
聞
)

で
あ

つ
た
。

但

し
現
金

で
の
貸
與

で
は
な
く

ク
ー

ポ

ン
式

で
、
新
夫
婦

は
こ
れ
を
商
店

に
持
参
し

て
家
具

や
調
度

品
、
衣
類

、

ラ
ヂ

オ

セ
ッ
ト

等

々
を
購

ふ
と

い
ふ
仕
組

で
あ
る
。

.



　

こ
の
婚
資
法
は

、
し
か
し
失
業
救
濟
政
策

の

一
部

で
も
あ

つ
た
。
從

つ
て

こ
れ
は
二
重

の
目
的
を
有

し
て
ゐ
た
。
即

ち

一
結
婚

く

を
奨
働
す

る
の
み
な

ら
す
、
二
商

工
業

か
ら
.婦
人
を
退
却

せ
し
め
て
男
子

に
職
を
與

へ
ん
と
す

る

に
あ

つ
た
。.
か
く

て
第

一
年
度

に
は
失
業

を
四
十
萬
人
減

じ
、
次

の
各
年
度

に
は
二
十
萬

人
宛
を
減
じ

て
ゆ
か
う
と
目
論
ま
れ
た
。

か
く

て
叉
第

一
年
度

に
は
失

業

救
濟
基

金

の
必
要
を
二
億

マ
ー

ク
減

じ
、
次

の
各
年
度

に
は

一
億

マ
ー
ク
宛
減

じ
よ
う
と
意
圖

さ
れ
た
。

こ
れ
は
同
時

に
ド

イ

ヅ
工
業

の
全
禮
を
刺
戟
す

る
も
の
と
も
考

へ
ら
れ
た
。

而
し

て
こ
の
婚
資
法
ぼ

就
業
職
線
上

男
子
を
も

つ
て
女
子

に
置
き
換

へ
ん

と
す
る

に
あ

つ
た

か
ら
、
資
金

は
、
結
婚

せ
ん
と
す

る
婦
人

が
過
去

一
ヶ
年

の
う

ち
少
く
と
も
九

ケ
月
闇

雇
傭

さ

れ

て

ゐ

た

場

合

、
・若
く

は
家
事

に
從
事

し

て
ゐ
た
婦

人
な

ら
ば

こ
の
婦

人

が
結
婚
す
る

こ
と

に
よ

つ
て
そ

の
仕
事
が
新
た
に
女
申
を
雇
入
れ
る

こ
と
に
よ

つ
て
充
た
さ
れ
た
場
合

に
、
提
供

さ
れ
る

こ
と

に
な

つ
て
ゐ
た
。
そ

の
う

へ
、
資
金
申
込
者

は
住
居

の
黙

で
、
血
液

の

鮎

で
、
及
び
馨
學
上

の
、
種

々
の
要
件

が
具
備
せ
ね
ば
な

ら
な

い
。
何

は
措

い
て
も

ユ
ダ

ヤ
系

の
も

の
、
悪
質
遺
傳

を
も

つ
も

の
、

等

々
は
除

外
さ
れ

る
。

所
得

の
上
限

の
規
定
は
な

い
が
、
原
則

と
し

て
勢
働
者

及
び
下
暦

の
申
流
階
級
者

に
制
限
さ
れ

て
ゐ
た
。

返
濟
方
法

は
無
利
子

で
、
毎

鳳

一
%
の
割
合

、
し

か
し
早
く

子
供
を
産
ま

せ
よ
う

と
の
考

へ
か
ら
産
兇

一
人
毎

に
創
業
資
金

の
四

分

の

一
宛

が
棒
引

に
さ
れ

る
こ
と
に
な

つ
て
ゐ
た
。
な
ほ

こ
の
資
金

は

一
九

三
八
年

の
終
り

に
至

つ
て
申
止
さ
れ

、
そ
れ

以
後

は

返

濟
金
を
も

つ
て
各
種

の
兜
童

編
利
施
設

に
宛

て
ら
れ

る
こ
と

に
な

つ
て
ゐ
る
。

右

の
外

、
相
績
税

や
所
得

税
に
改

正
が
加

へ
ら
れ
、
大
家
族
者

に
有
利

に
仕
組
ま
れ
、
又
部
分
的

に
フ
ラ

ン
ス
式

の
家
族

手
當

制

が
行

は
れ

て
ゐ
る
。
然

し
こ
れ

ら
は
ま
だ
實
施
後

聞
も
な
き
ζ
と
で
あ
り
且

つ
部

分
的

で
あ

つ
て
、
人

口
に
及

ぼ
す
効
果

は
判

然

で
な

い
。
今

の
と
こ
ろ
唯

一
の
作

用
因
を
爲
す
も

の
と
考

へ
ら
れ
る

の
は
婚
資

法

で
あ
る
。

翻
つ

て
人

ロ
の
動

き
を
見

る
と
、
結
婚
率

は

一
九

三
三
年

の
第

二
四
牛
期
以
降

殆
ん
ど
織
績
的

に
上
昇
し
、
出
生
傘

は

幽
九

三

西
歓
諸
國
の
入
口
増
加
戦

(南
)

一
七

一



一
七

二

四
年

第

一
.四
牛
期
以
降
上
り
出

し
た
。
か
く

て
問
題

は
、
と

の
新
一た
な

る
事
.態

の
攣
化

は
何

に
由
來
す
る

か
で
あ

る
。

ブ

ル
グ
ド

ル

フ
ァ
ー
は
そ

の
六
〇
%
迄

は
婚
資

法

の
結

果
で
あ
る
と

い
ふ
。
な

る
ほ
ど

一
九

三
三
年

八
月
か
ら
三
五
年

四
月
迄

に
、
婚
費
貸

與
を
受

け
た
夫
婦

は
十

八
萬

ニ
ヂ

人
の
子
供
を
生
産

し
た
、
し
か
し
こ
れ
等

の
子
供

の
何
程
が
か

～
る
婚
資
な
し

に
生
れ
た
で
あ

ら
う
か
は
測

定
す

る
方
法
が
な

い
。
第

二
に
は
叉
,
如
何
程

の
結

婚
が
か

レ
る
婚
資

の
貸
與

と
い
ふ
理
由

だ
け

で
行

は
れ
得
た
か

ほ

云

ふ
に
由

が
な

い
。
た

壁
こ
れ

に
つ
い

て
は
、
光
り
を
投
げ
る
二
つ
の
事
實

が
あ
る
。

↓

一
九

三
〇
i

三
二
年
聞
は
不
況

に
基

(

い
て
結

婚
が
非
常

に
少
な
か

つ
た
。
延
期
さ
れ
た

の
だ
。
し
か
し
諺

の
通
り

、、碧
侭
8
島
o
げ
。
昌
露

三
6鐸

9
亀
σq
魯
o
げ
窪
".

(
延
ば

し
た

の
,は
止
め
た

の
で
は
な

い
)

の
で
、
婚
資

の
制
定
は
な
く

と
も

一
九

三
三
年

及
び
三
四
年

に
は
結
婚

の
増
加

が
あ
り
得
た
と

　

思

は
れ

る
◎
次

に
ニ
グ
リ
ー

ス

マ
イ
ヤ
ー
博
士
が
ヴ

ェ
ル
デ

ム
ベ
ル
ク
市

で
行

う
た
調
査

に
ょ
れ
ば
出
生
…噌
加

は
全
階
級

に
共
通

の
事
實

で
、
云

ひ
か

へ
れ
ば
婚
資
を
受
け
た
夫
婦

の
産

兇
だ
け

が
多
か

つ
た
わ
け

で
は
な

い
。

な
ほ
最

近

の
出

生

の

一
般
的
増
加

を
も

つ
と
仔
細

に
観
察
す

る
と
、
堕
胎

の
減

少

が
非
常

に
重
要
な
因
子
を
な
し

て
ゐ
る
こ
と

が
わ
か

る
。
こ
れ

は
部
分
的

に
婚
資

法

の
影
響

で
あ
る
と
も
云

へ
る
、
し
か
し
庭

罰
法
が
重
化
さ
れ

た
こ
と
が
よ
り
大
き

い
原
因

で
あ
る
。
1

か
く

て
手

に
し
得
る
材
料
を
要
約

し

て
吾

々
の
云
ひ
得

る
こ
と
は
、
第

一
、
攣

化
せ
る
政

治
制
度

が
ド
イ
ッ
人
の

結

婚
及
び
産
見
意

欲
に
與

へ
た
効
果
を
測
定
す
る
手
段

が
な

い
こ
と
、
第

二
、
結
婚
及
び
産
兜
増
加

の

一
部
分
は
何
ら

の
外

面
的

な
刺
戟

な
し

に
も
起
り
得
た
か
も
知

れ
ぬ
'と
い
ふ

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
婚
資

が
結
婚

の
上

に
、
第

一
兇
を
生
む
上

に
、
叉

堕
胎

を
減

ぜ
し

め
る
上
に
、
何
程
か

の
成
功
的
結

果
を
齎

ら
し
た
こ
と
も
疑

ひ
あ
る
ま

い
。

だ
が
、
と

の
方
策

が
決
定
的

に
重
大

で
な

い
誰
擦

に
、
す

で
に

一
九

三
五
年

中
に
結
婚

の
牽
も
出

生

の
率
も

一
九

三
四
年

の
そ
れ
よ
り

も
ひ
ど
く
落
ち

つ
玉
あ

る
。

!

グ



一昌
、
伊
太
利

の
人

ロ
壇
加
策

西
敏
諸
國

の
人

口
政
策
は
、
他
國
民

の
数

で
墜
倒
さ
れ
る

こ
と

の
恐
怖

か
ら
、
産
業

上
及
び
軍
事
上

の
活
力
を
維
持

せ
ん
と
す

る
に
集
申

し

て
ゐ
る
が
、

イ
ダ
リ

ア
で
は
今

一
つ
の
動
機

が
結
付

い
て
ゐ
る
。
帝

國
主
義
政
策
を

冒
ωユ
尊

せ
ん
と
す
る
理
由
を

見
出
す
こ
と
こ
れ

で
あ

る
。

こ
の
國

で
は
久
し

い
間
過
剰
人

口
が
云
爲

さ
れ
、

叉

一
般

に
然

う
信

じ
ら
れ

て
ゐ
た
。

ム
ッ
ソ
リ

ニ
自
身
も

一
九

=
二
年

に
は

産

兜
制
限

の
最

も
熱

心
な

る
主
張
者

の

一
人
で
あ

つ
た
。
然

る
に
政
樫

の
掌
握

と
共

に
彼
れ

の
主
張
は

一
攣
し
、

一
九

二
七
年

五

丹

の
復
活
祭

に
お
け

る
演
読

で
は
、

イ
タ
リ

ア
人

ロ
が
堤
防
を
氾
濫

す
る
河
川

の
如

し
と
の
見
解

が
誤
り

で

あ

る

こ

と

を

指

摘

し
声
む
し

ろ
人

口
は
増
大
す

る
ど

ζ
う
か
減
退

の
傾
向

に
あ
る
も
の
と
し

て
、
「
減
退
す

る
人

ロ
を
以
て
し

て
は

一
國

は
帝

國
を
剣

建

し
得
な

い
で
、
植
民
地
と
化
す
る
」
と
論

じ
た
。
政
府

の
人

口
奨
鋤
策

は
こ
れ

以
前

に
も
行
は
れ

て
ゐ
た
が
、
積

極
的

に
行
は

れ
出
し
た

の
は

こ
の
日
か
ら
後

の
こ
と
で
あ

る
。
、

-
さ

て
こ
の
國

に
お
け

る
減
退
出
生
率

へ
の
封
抗
戦
は

二
種

の
方
策

で
行

は
れ

た
。

一
は

「
抑
塵
」

法
で
、
猫
身
と
無
産

見
と
を

阻

止
す

る
を
目
指
す
も

の
、
二
は

「
積
極
」

法

で
.
大
家
族
扶
養

に
有
利

と
な
る
や
う

に

一
般
環
境
を
改
め
る
こ
と

で
あ
る
。
前

者

に
驕
す

る
有

名
な
も

の
は
猫
身
者

課
税

で
、
そ

の
目
的
は
軍

に
猫
身
を
阻

止
す
る
だ
け

で
な
く
、・
そ

れ
を
財
源
と
し
て
積

極
方

策

に
資

せ
ん
と
す
る

に
あ

つ
た
。

こ
れ
は

一
九

二
六
年

十
二
月

の
法
律
と
な
勤

、
二
五
-
六
五
歳

の
猫
身
者

は

す

べ

て

課

税

さ

れ

、
そ

の
税
率
は
年
齢

に
よ

つ
て
異

な
る
。
即
ち
二
五
ー
三
五
歳

の
者

は
年
額

三
十
五
リ
ラ
、
三
五
-
五
〇
歳

の
者

は
五
十
刀
ラ

で
あ
り
」
六
〇
歳
以
上

の
猫
身
者

に
な
る
と
二
十

五
リ
ラ
に
下
る

の
で
あ
る
。
と

れ
と
同
時

に
所
得
税
も
猫
身
者

に
封

し

て
は
二

西
欧
諸
國
の
入
口
増
加
戦

(
南
)

.

一
七
,三

声



鋤
七
四

五
%
増
徴
さ
れ

た
。
し
か
し
ニ
ケ
年

の
維
験

は
猫
身
者
を
懲
ら
す

に
充
分
で
な

い
と
の
結
論
を
得
せ
し

め
、

一
九
二
八
年
九

月

に

、倍
額

に
さ
れ
た
。

か
く

て
猫
身
税

に
よ
る
國
庫

の
牧
入
は

一
九

二
七
年

に
お
け
る
四
千
六
百
二
十
三
萬
リ

ラ
か
ら

一
九

三
〇
年

の

一
億
千
九
十
四
萬
リ
ラ
に
ま

で
上

る
に
至

つ
た
。
他
方
、
産

制
運
動

が
嚴
重

に
取
纏

ら
れ
.

一
九
二
六
年

の
法
令

で
、
そ

の
宣
傳

を
爲

し
た
も

の
は
二
百
礫

以
下

の
罰
金

と

一
ケ
年

の
禁
鋼
と

に
虚

せ
ら
れ
る
。
堕
胎

は
も

つ
と
嚴
重

で
、

そ

の
操

把
を
受
け
た
婦

入
は
懲
役
四
年
、
操
把
者

は
そ
れ

以
上

で
あ
る
。
更

に

一
九

三

二
年

に
は

一
暦
嚴
重

と
な
り
、
産
制

の
藥
品
な
り
用
具
な
り
を
販

費

す
る
は
勿
論

、
そ

の
目
録

を
掲
げ

る
こ
と
す
ら
不
法

と
さ
れ
た
。

第

二

の

「
積

極
」
策
と
し
て
は
大
家
族
者

の
財
政
的
員
澹
を
輕
減

ぜ
ん

が
た
め

一
定

の
課
税
額
控
除

が
行
は
れ
る
。
更

に
こ

の

部
類

に
島

す
る
施
設

と
し

て
は
母
性

及
び
幼
兜
保
護

の
諸
施
設

が
あ
る
。
特

に
母
性
保
瞼
は
大
規
模

で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ

の
種

の

施

設
は
直
接

に
人

口
増
加
を
刺
戟
す

る
も

の
で
は
な

い
が
、
,母
性
及
び
幼
兇

死
亡
を
減

す
る
こ
と

に
よ
り
、
叉
母
子

の
健
康

の

一

般
水
準
を
高

め
る

こ
と
に
ょ

つ
て
間
接

の
作
用
を
爲

す

で
あ
ら
う
。

闘
孚

の
最

近
の
段
階
は
都
市
集
申
化

へ
の
攻
撃

で
あ
る
。

こ
れ

は
農
産
物
増
産

運
動

及
び
農
村
振
興
策

と
蓮
結
し

て
行
は
れ
る

が
・
畢
寛

、
出

生
率

に
及
ぼ
す
都
市

の
沈
滞
的
作

用
を
減

殺

せ
ん
と
す

る
趣
意

に
出

で
て
ゐ
る
。

一
九
二
七
年

の
秋

に
は
人

ロ
十

萬

以
上

の
地
方

の
都
市

で
百
人
以
上

の
螢
働
者
を
雇
傭
す

る

工
場

を
建

て
る
こ
と
を
禁

止
さ
れ
,
そ

の
翌
年
に
は
勢
働
者

の
離
村

向
都
を
防

ぎ
、

こ
の
流
れ
を
逆
輻

ぜ
ん
と
す
る
方
策
が
講

ぜ
ら
れ

た
。

一
九
二
九
-

三
四
年
間

に
は
二
百
八
萬

の
農
業

及
び

工
業

勢
働
者

が
國
内

の
比
較
的
人

口
稠
密
な

る
地
域
か
ら
疎
な

る
地
域

へ
移
植
さ
れ

た
。

こ

の
外

、
地
方
的

に
は
種

々
様

々
な
方
策
が
講

ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
。
特

に
北
方

で
は
最
多
激

の
子
供
を
持

つ
親

に
賞
金

を
與

へ
た

り
、
大
家

族
者

に
は
料
金

を
減

じ
た
り
家
賃
を
減

じ
た
り
、
双
生
見
や
そ
れ

以
上

の
出
生

に
は
特
別

の
賞
與
を
與

へ
た
り
し
て
ゐ



る
。
そ
れ

に
封
し
ヂ
ャ
L

ナ
リ
メ

ム
は
宣
傳

の
た
め
動
員

さ
れ

る
。
叉
最

近

に
は
家
族
手
當
制
が
施
行

さ
れ
始

め
、

こ
れ
ら
諸
方

,

策
を
通

じ
て

フ
ラ

ン
ス
型

に
非
常

に
影
響
さ
れ

て
ゐ
る
。

㌧
、
さ

て
こ
れ
等

の
方
策
は
果
し
て
如
何
な
る
効
果
を
齎

ら
し
た
か
。
先
づ
第

一
に
、
結
婚
奨
働

の
窯

で
は
何

ら
明
白
な
る
成
功

の

誰
猿

が
な

い
。
結
婚
率
・.
(
全

人
口

一
千

に
つ
き
)

は
・一
九

二

一
年

か
ら

一
九

二
六
年

に
至

る
ま

で
に

一
〇

・
○
か
ら
七
ポ
五
ま

で

低
下
し
績
け
、
そ

の
翌
葬

に
は
○

.
一
だ
け
殖

え
て
七

.
六
と
な

つ
た
。

こ
の
僅
か
な

が
ら

の
跳
ね
上
り
は
そ

の
前
年

十
二
月

に

通
過

せ
る
猫
身
税

の
恐
怖

に
基
く

と
云
ひ
得
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
不
思
議
な

こ
と

に
は
、
そ
れ

に
績

く
次

の
二
年

(
一
九

二

八
年
、
.
一
九

二
九
年
)

に
は
結
婚
率

は
再
び
、
し

か
も
猫
身
税
制

定
以
前

よ
り
も
低

い
水
準

(
七

・

一
)

に
落
ち
込

ん
だ
。

一

-九

三
〇
年

は
七

・
四

で
、
こ
れ
は

そ
の
前

々
年

に
お
け
る
猫
身

税

の
倍

加

の
部
分
的
結
果

で
あ
る
と
設
明
す

る
人

が
あ

つ
て
も
、

そ
の
叉
次

の
年
度

に
は
未
だ
嘗

つ
て
な
き
低
率

(
一
九

三

一
年

六

・
七

、

一
九

三
二
年

六

・
四
)

に
落
ち
込

ん

で
行

つ
た
事
實

を

読

明
す
る

こ
と
は
出
來
な

い
。
か
く

し
て
結
婚
奨
鋤
及
び
猫
身
防

止

の
方
策
は
結

局

一
時
的

の
敷
果
し
か
な
く

、
間
も
な
く
叉
低

下
傾
向
を

示
す

こ
と
に
な

つ
て
ゐ
る
。

」.
次

に
出
生
率

に
及
ぼ
し

た
敷
果

で
あ
る
が
、
こ
れ

も
明
白

で
は
な

い
。

こ
の
國

の
出
生
率
は

一
九

二
二
年

(
三
〇

・
八
)

か
ら

㌶
九

三
四
年

(
二
三

・
四
)
、
に
至

る
ま
で

殆
ん
ど
織
績
的

に
低
下
し
績
け

て
ゐ
る
。
,
一
九
三
〇
年

〈
二
六

・
七
)

に
は
そ

の
前
年

.(
二
五

.
六
〉

に
比
し
て
僅

か
の
跳
ね
上
り

が
あ

つ
た

が
、

こ
れ

と
て
も
部
分

的

に
は
む
し
ろ

一
九

二
九
年

の
比
較
的

好
況

に
よ

り

て
論

明
さ
れ
る
。
し

か
も

一
九
三
四
年
ー

他

の
大
部
分

の
國

々
で
は

一
九

三
三
年

の
結
婚
増
加

の
結
果
を

示
し

て
ゐ
る

の
に

f

イ
ク
サ

ア
で
は
減
退
が
更

に
進
行
し
た

の
で
あ
る
。

～
か
く

て
イ
タ
リ

ア
人

ロ
政
策

の
結
果
は
不
成
功

に
絡

つ
て
ゐ
る
。
尤
も
、
如

上

の
諸
方
策
な
か
り

せ
ば
結
婚
率
も
出
生
率
も
も

西
欧
諸
國
の
入
口
増
加
戦

(
南
)

一
七
五



屑
七
六

つ
と
低
下
し
た

で
あ
ら
う

と
云

ふ
こ
と
は
出
來
る
。
、
し
か
し
肝
要
な
る
顯
は

の

イ
タ
リ

ア
人

口
は
依
然
そ

の
再
生
産
率

以
上

で
は

あ

る
が
、
そ

の
率
は
す

で
に

一
九

二

一
年

の
そ
れ
よ
り
も
低

ま
り
、つ
、
あ
る

と
い
ふ
こ
と
で
あ

る
。
結
局
、

こ
の
情
勢

が
績
く
な

ら
ば
、
全
人

ロ
は
な
ほ
暫
く
は
増
加
し

て
ゆ
く

で
あ
ら
う

が
そ

の
遽
度

は
極
め
て
遅

λ
で
あ
ら
う
。

ム
ッ
ソ
リ

ニ
は

一
九

五
〇
年

の
初
め

に
は
六
千
萬

の
人

口
を
得

る
こ
と
を
目
指
し

て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
恐
ら
く
は
四
千

六
百
萬

今
一
九

三
四
年
は
四
千
三
百
萬
)

以
上

に
は
出

で
ま

い
と

い
ふ
豫
想
が
、
今

日
イ
タ
リ

ア
人

口
に
つ

い
て
行

は
れ

て
ゐ
る

三
十
幾
通
り
も

の
豫
測

の
う
ち
最

も
蓋
然

的

で
あ

る
と
云

へ
よ
う
。

鮮

∴
右

イ
タ
リ

ア
人

口
政
策

に
次

い
で
著
者
は

フ
ラ

ン
ス
及
び
ペ

ル
ギ
ー

の
人

ロ
政
策
、
特

に
こ
れ

ら
二
國

で
謂
は

讐
古
典
的
襲

達

を
途

げ
た
家
族
手
當
制
度

を
取
扱

う
て
ゐ
る

が
、
冗
丈

に
わ
た
る
虞
れ

が
あ

る
の
で
、
た

壁
給

料
以
外

に
子
供
激

に
慮
じ

て
特

別

の
家

族
手
當

を
支
給
す

る
と

い
ふ
こ

の
制
度

は

「
子
供
を
養
育

す
る
こ
と
を
容
易
な
ら
し
め
は
す

る
が
そ

の
雨
親

の
生
活
程
度

を

子
供
な

き
夫
婦

よ
り
も
高
め
る
と

い
ふ
意
味

で
は
何

ら
積

極
的
な
誘
因
た
り
得
な

い
」

と
す
る
著
者

の
評
言

を
指
摘
す
る

に
止

め

て
、
最
後

の
綜
観
的
結
論

を
紹
介
す

る
こ
と
に
し
よ
う
。

酬

四

、

結

論

以
上
述

べ
た
通

り
西
欧
諸
國

は
競

う

て
出

生
率

の
増
加
奨
働
策
を
講

じ

つ

、
あ

る
。
問
題
は
如
何

な
る
種
類

の
行
動

が
か

、
る

結

果
を
齎

ら
し
得
る
か

で
あ
る
。

先

づ
積

極
的
側
面

に
お

い
て
、
吾

々
は
今
迄

の
諸
國

の
維
験
か
ら
多
く
を
學

ぶ
を
得
な

い
。
佛

・
白

・
伊

で
は
、
よ
り
激

し
か

ら
ん
と
す

る
低

下
を
阻
止
し
得

て
ゐ
る
や
う

に
思
は
れ

る
徳
し
か
し
今
日
迄

の
と
こ
ろ
そ
れ
等

の
方
策

が
決
定
的
た
り
得
る
誰
左



を
示
し

て
ゐ
な

い
。

ド
イ
ツ
の
経
験

か
ら
も
多
く
を
學

び
得
な

い
。

こ

の
國

で
は
最

近
出
生
率

に
幾
分

の
増
進

が
現
は
れ

て
ゐ
る

が
、
そ
れ

が
果
し

て
外
部
的
刺
戟

の
結
果

た
り

や
否
や
は
疑
は
し

い
。
む
し
ろ

一
九

三
〇
1

一
九

三
二
年
間

の
不
況
期

に
延
期
さ

れ

て
ゐ
た
結

婚

に
因

る
部
分

が
大
き

い
の
で
ぱ
な

い
か
。

し
か
し
消
極
的
側
面

で
は
若

干

の
重
要

な
結
論

に
到
達
し
得
る
。
即
ち

先

づ
若

干
の
誤
り
を
指
摘

し
得
る
。
例

へ
ば
維
濟
的
要
素

が
家
族

の
大
さ
を
減

少
す
る
に
働

い
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
佛

・
白

に
お
け

ゐ
如

き
家
族
手
當
制

は
有

効
た
む
得
ま

い
。
手
當

の
額

は
子
供

一
人

の
養
育
費

の
二
五
%

に
し
か
當

つ
て
ゐ
な

い
の
で
、
そ
れ
は

比
較
的
差
迫

つ
た
産
見
欲
を
有
す
る
者
に

と

つ
て
誘
因
た
り
得
る

に
過
ぎ
な

い
。
だ
が
近
代

の
家

族

の
大

い
さ
か
ら
判
じ

て
、
か

か
る
人

々
は
全

人
口
申

の

一
小
部
分
を
形
成
す

る
に
過
ぎ

ぬ
。

叉
例

へ
ば

イ
ク
リ

ア
の
例

で
云

へ
ば
濁
身
者
税
は
結

婚

に
騙
り
立

て
る
に
充
分

と
も
思
は
れ

ぬ
、

そ
こ
で
は
最
高

の
税
額

で
も
な
ほ
犬

の
鑑
札

の
費

用
よ
り
も
低

い
の
で
あ
る
。
他̀
方

ド
イ
ッ

で
は

五
十
膀

の
婚
資
は
比
較

的
貧
困
暦

の
闇

で
は
結
婚
を
刺
戟
す
る

に
充
分

で
あ
る
が
、
し
か
し
子
供

一
人
出
れ

る
と
四
分

の

一
を
捧

引

に
す

る
と

い
ふ
黙

で
は
堕
胎
を
或

る
程
度

迄
阻
止
す

る
か
も
知
れ
ぬ
と
は

い

へ
、
子
供
を
持
た
う
と
す
る
人

タ
の
願
望

に
確

定

的
攣

化
を
與

へ
さ
う
に
も
な

い
。

思

ふ
に
こ
れ
等
諸
國

の
諸
方
策

に
つ

い
て
は
攻

の
二
黙

が
注
意

さ
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
第

一.は
佛

・
白

に
お
け
る
家
族
手
當

の
如

く
、
そ

の
方
策
は
元

女
田
生
率
を
高
め
る
と

い
ふ
目
的

で
考
案

さ
れ
た
も

の
で
な
か

つ
た
。
数
次

に
わ
た
る
改

正
は
追

々
宅

の
方

向

に
向

い
て
來
た
が
、
し
か
し
元
は
物
債
騰
貴

に
基
ぐ
大
家
族
者

の
困
難
を
緩

和
し
よ
う

と
す
る

に
出

で
た

の
で
あ
る
。
第

二
は

猫

・
伊

の
如
く
、
人

ロ
増
加
策
が
國
家

の
力
で
熱

心

に
講

ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
が
、
そ

の
方
策
は
基
本
原
因
を
目
指
す
よ
り
も
む
し
ろ

特
殊
的
問

題
を
目
指
す
も

の
で
あ

つ
た
。
最
後

に
第
三

に
」

こ
れ
ら
何
れ

の
國

の
政
府
も
、
こ

の
不
断

の
出
生
牽

の
低
下
が
眞
實

に
何

に
起

因
す
る

か
、
叉
こ
の
低
下
は
如
何
に
感

ぜ
ら
れ

つ

玉
あ
る
や
を

正
確

に
知

つ
て
ゐ
な

い
。

以
下

こ
の
第

三
黙
を
少
し
く

西
欧
諸
國
の
入
口
増
加
戦

(
南
)

】
七
七



一
七

八

論

じ

て
お
か
う
。

亀

・

、

'

・

出
生
率
が
何
故
低

下
し
、
叉
何
故
低
下
し
績
け
る
か
の
検
討
は
、

そ
れ
は
避
妊
と
堕
胎

の
結

果

で
あ
る
、

と

い
ふ
同
答

で
止
ま

つ
て
ゐ
て
は
な
ら
ぬ
。
吾

々
の
眞
實

に
知

る
を
要
す

る
事
柄

は
、
人

々
は
何
故

に
そ

の
家
族

の
大

い
さ
を
制

限
し

つ
玉
あ
る
か

で

あ

る
。
維

濟
的
動
機

は
む
ろ
ん
主
た
る
も

の
で
あ
ら
う
。
時

に
は
爾
親

が
職
孚

の
恐
怖
を
抱
く
こ
と
か
ら
制

限

せ
ん
と
す

る
も

の

も
あ
ら
う
。

し
か
し
主
因

は
大
家
族

の
費

用
で
あ

る
。

だ
が
こ
れ
は
軍
純

に
子
供
を
養
育
す

る
貨
幣
費
用
を
意
味
し
な

い
。
そ

こ

に
は
大
家

族
よ
り
も
小
家
族
を
持

つ
方

が
殆
ん
ど
す

べ
て
の
階
級

の
人

々
に
と

つ
て
有
利

な
ら
し

め
る
諸

原
因

が
併

せ
働

い
て
ゐ

る
。
例

へ
ば
人

々
は
家
賃

が

一
般

に
高

い
と

い
ふ
事
實

に
よ

つ
て
影
響
さ
れ
る
だ
け

で
は
な

い
、
最

近
十
五
年

に
投
機
的
建
築
者

に
よ
つ
て
造
ら
れ

つ
玉
あ

つ
た
小
佳
宅

に
よ

つ
て
も
影
響
さ
れ

る
。
近
時

の
郊
外
佳
宅
建
築

の
全
傾
向
は
二

つ
叉
は
三

つ
の
寝
室

を
も

つ
家

で
あ

つ
た
。

こ
れ
は
小
家
族

蓮
動
を
張
化
し
、
大
家
族
を
釜

々
困
難
な

ら
し
む
る
條

件
を
作
り
出
す

に
助
成

し
た

の
で

あ

る
。
更

に
爾
親
は
今

日
そ

の
子
供

に
封
し
て
十
九

世
紀
當
時

に
お
け
る
よ
り
も
遙

か

に
多
く
ア

ン
ビ

シ
ァ

ス
で
あ
る
。
今

日

の

考

へ
で
は
親

は

そ
の
職
を

子
に
織
が
す

の
で
は
な
く
、
實

は
親

が
止
め
た
所
か
ら
始
め
さ

せ
よ
う

と
す
る

に
あ
る
。
だ
か
ら
蓋

育

費

は
輩

に
食

・
衣

・
佳
だ
け

で
は
な
く

、
、.≦
聾

ぎ
σq
..
の
費

用
も

か

玉
る
。

こ
れ
は
子
供

の
教
育
期
闇
を
長
く
す

る
こ
と
、
云

ひ
か

へ
れ
ば
そ

の
子
が
猫
立

の
生
計
を
立

て
る
時

期
を
釜

々
延
期
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
加
之
、
大
家
族

は

一
般

に
杜
交
的
便
宜

の

障

害
と
な
る

の
で
、
子
供
を
持
た
う
と
す
る
意

欲
を
阻
止
す

る

の
で
あ

る
。

こ
れ
ら

は
少
激

の
原
因
た
る
に
過
ぎ

ぬ
。
出

生
率

が
再

び
上
昇
し
始
め
る
た
め

に
は
、
吾

々
は
も

つ
と
多
く

の
他

の
諸
黙

に
つ

き
精
密

な
知
識
を
持
た

ね
ば
な
ら
な

い
。
例

へ
ば
都
市

生
活
が
家
族

に
及
ぼ
す
精
密
な

る
影
響
を
知
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。
都
市

が
田

舎

に
比

し

て
少
産

で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
事
實
上

、
都
市
は
そ

の
人

ロ
を
増
加
せ
し
め
叉
は
維
持
す
る
こ
と
に
さ

へ
非
常

な
程
度



に
田
舎

に
員

う

て
ゐ
る
こ
と
は
明
白

で
あ

る
。

し
か
し
吾

々
の
稜
見

ぜ
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
は
、
都
市

に
お
け

る
出

生
率
を
低

め
て

ゐ
る
事
情

は
果
し

て
都
市
構
造

に
内
在
的
な
り

や
否
や
、
或

は
果
し

て
そ
れ

は
翠

に
現
今
ま

で
稜
達
し

て
來
た
と
こ
ろ

の
特
殊
な

る
都
市
文
明

の
結

果

で
あ

る
か
否
か

、
と

い
ふ
こ
と
で
あ

る
。
答

へ
は
恐
ら
く
後
者

が
當
つ

て
ゐ
る
で
あ

ら
う
。
け
だ
し
、
少
く

と
も
産
業
革
命

以
來

、
都
市
を

し
て
蕾

に
仕
事

の
場
所

た
ら
し
め

る
の
み
な
ら
す
人

々
が
満

足
的

に
佳

み
且

つ
家

族
を
扶
養
す

る

肚

會
た
ら
し
め
ん
と
す
る
何

ら
熱

心
な
努
力
も
殆
ん
ど
行

は
れ

て
來
な

か

つ
た

の
で
あ
る
。

現
代
文
明

が
主

と
し

て
都

市
交
明

で

あ
る

の
で
こ
れ

は
至
大

の
緊
要
さ
を
有
す

る
問
題

で
あ
る
。

更
に
吾

々
の
知
ら

ね
ば
な

ら
ぬ
こ
と
は
、
出

生
率

の
低

下
が
如
何
な

る
仕
方

で
感

じ
ら
れ
て
ゐ
る
か
で
あ

る
。
多
数

の
調
査
は

出

生
率

は
枇
會

及
び
経
濟
階
級

に
よ

つ
て
種

々
異

な
る

こ
と
を

示
し

て
ゐ
る
。
富
裕
層

は
貧
困
麿
よ
り
も

よ
り
強
く
小
家
族
を
持

つ
傾
向
を
示
し

て
ゐ
る
し
、
叉
職
業

の
差
異
も

こ
れ

と
違

つ
た
影
響
を

及
ぼ
し

て
ゐ
る
。
石
炭
坑
夫

は
繊
維
榮
働
者
よ
り
も
大
家

族
を
持

つ
傾
き
が
あ

る
。
前
者

で
は
婦

人
は
職

を
見
出

す
こ
と
容
易

で
な

い
が
後
者

で
は
そ
れ
が
遙

か

に
容
易

で
あ
る
た
め
既
婚

婦
人
は
小
家
族

を
持

つ
こ
と
を
欲
す
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
吾

々
は
、

一
切

の
種
類

の
家
族

が
縮
少
化
せ
ん
と
す

る
同

一
の
傾
向

を
示
し

て
ゐ

る
や
否
や
、

叉
他
方

に
お

い
て
大
家
族
は

極
く
僅

か
し
か
影
響
さ
れ
な

い
で
、
む
し
ろ
子
供

の
平
均
激

の
低
下
が
子

供
な
き
結

婚

の
数

の
急
速
な

る
増
加

に
員
う

て
ゐ
る
こ
と
に
な

つ
て
ゐ

る
や
否

や
を
知
ら
な

い
。
も
し
も
後
者

が
事
實
だ
と
す
れ

ば
、
あ

る
特
殊
な
る
種
類

の
積
極
策
を
必
要

と
す

る
で
あ
ら
う
。
け
だ
し
、
す

で
に
大

な
る
家
族
を
も
う
少
し
大
き
く
し
よ
う
と

す

る
刺
戟

は
、
子
供
な
き
夫

婦

に
樹

し

て
子
供
を
儲

け
し
め
ん
と
す

る
意
欲
を
刺
戟
す

る
も

の
と
し
て
は
殆

ん
ど
何
ら

の
数
果

も

あ

る
ま

い
か
ら
。

で
、
吾

々
の
結
論
i

そ
れ
は
積

極
的
な
も

の
で
は
な

い
が
重
要
な
ー

は
次

の
通
り

で
あ
る
。
緊
急
な
る

ζ
と
は
第

一
に
.

西
激
諸
國
の
入
口
増
加
戦

(
南
)

一
七
九



一
入
0

こ
の
國

(
イ
ギ
リ

ス
)

の
人

口
の
内
部
に
お
暦
る
諸

運
動

の
詳
密
な
る
諸

研
究

(
第

二
は
入
民
を
し

て
そ

の
家
族

の
大

い
さ
を
縮

少

ぜ
ん
と
駆
サ
立

て
つ

玉
あ
る
諸

要
因

の
注
意
深
き
分
析

で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
果
さ
れ

ぬ
限
り
出

生
率
を
高

め
ん
と
す
る
計

書
は

敷
果
な
き
曙
申
模

索

に
過
ぎ

ぬ
。
今

日
吾

々
が
公
干

に
積

極
的

で
あ
り
得
る
黙
は
た

Ψ
次

の
二

つ
で
あ
る
。
第

一
、
抑
墜
的
政
策

は
殆
ん
ど
敷
果

の
な

い
こ
と
ヤ
從

う

て
こ
れ
よ
り
も
遙

か
に
必
要

と
思
は
れ
る
こ
と
は
比
較

的
大
家
族
を
養
育
す
る
に
導
ぐ

や
う

な

一
般

環
境
を
造

る
こ
と
で
あ
る
。
第

二
は
、
出

生
率

に
何
ら
か
重
要
な

る
増
進

が
あ
る
も

の
と
す
れ
ば
、
そ

の
主
要
部
分
は
榮

働
階
級

か
ら
來

る
こ
と

で
あ
る
。
■從
う

て
、
榮

働
階
級

が
経
濟
的
並
び

に
就
會
的
困
難
か
ら
冤

が
れ

て
そ

の
子
供
を
育

て
る

こ
卍

が
出
來

る
や
う
な
條

件
を
備

へ
る
底

の
も

の
で
な

い
限
り
、
如
何
な

る
行
動

も
恒
久
的
影
響
を
及
ぼ
し
さ
う

に
な

い
9
、

(
一
九
三
七
年
三
月
)

、




